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０ はじめに

直江津東中学校の研究概要

平成２２・２３年度新潟県中学校教育研究会

国語研究の指定校

研究主題

「理由を明確にして書く力を伸ばす指導の工夫」



支援の方向性

①資料提供（単元づくり、具体的な指導内容

に関わる資料の提供）

②指導案検討（単元づくりや具体的な指導に

ついての提案）

③授業参加（学習において、授業者の補助的

な役割での参加）

※週１回の国語部会に参加し、国語の教科に

特化した支援

０ はじめに



研究の目的

『中学校学習指導要領』
「書くこと」の領域に「交流に関する指導事項」

第２学年
オ 書いた文章を読み合い、文章の構成や材料の活用の仕

方などについて意見を述べ合ったり、助言したりして、自
分の考えを広げること

コミュニケーション（相互作用）の重視

Ⅰ 研究の目的



言語活動のつくり方

松本修（2010）

探究的な活動を設定する中で、様々な知識・

技能を活用するような的確な言語活動を組織

し、その活動が実の場を形成するようなもの

に配慮する

Ⅱ コミュニカティブな活動としての書くこと



活用を図る言語活動

佐藤多佳子（2010）
探究的な活動には、学習者の目的意識をつなぐ、また

は学習者がゴールを意識してそこに向かう学習活動のプ
ロセスがある。それを「活動レベル」のプロセスとしよう。す
ると、そこには、必ずそれとリンクするはずの「言語能力レ
ベル」のプロセスがある。「活動レベル」のプロセスは、学
習者が仲間や授業者と共に目的に向かって紡いでいくも
のである。一方、「言語能力レベル」のプロセスは、身に付
けるべき力を明らかにしながら、その両者が一体をなって
はじめて、言葉の力を活用する学習が成立する。

Ⅱ コミュニカティブな活動としての書くこと



単元のゴールの設定

探究的な課題（実の場）の設定

「修学旅行の3日目のクラス別研修の行き先

を決めるために、クラスの仲間に向け、相手を

説得するための主張文を書こう」

※中学校の一大イベントである修学旅行を題

材に、学習者に応じた内容をつくる。

※総合的な学習の時間との関連を図る。

Ⅱ コミュニカティブな活動としての書くこと



主張文を書くために活用、習得する知識・技能

井上尚美（1989）

根拠（事実や体験）

理由づけ（自分の考え）

主張

Ⅱ コミュニカティブな活動としての書くこと



Ⅲ 授業プラン



Ⅲ 授業プラン



第２次
■理由づけのレベルシート
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主張 ○クラス別研修には、竜安寺に行くのが良い！

○クラス別研修は、竜安寺に行くべきである。

クラスの皆が納得する、良い理由づけを考えよう！

◎上に挙げた根拠と

はつながりがない。

※多くの人が納得す

るには根拠と理由づ

けがつながっている

ことが大切！

◎上の根拠

とはつなが

りはあるが、

自分の個人

的な理由づ

けになって

いる。

◎誰もがその通

りだ！と多くの

人が納得するよ

うな理由づけで

ある。

◎納得させたい

人たちである２

年１組の特徴を

捉え、２年１組

の多くの人が納

得するようなオ

リジナルな理由

づけである。

Ⅲ 授業プラン



第３次（11月18日）の展開
学 習 活 動 教師の支援・留意点

導入 ・前時の学習内容の確認 ・相手を説得するには、主張・根拠・
理由づけの三つのつながりが大切
であることを伝える。

展開 ・本時の学習内容の確認
「調べたことから、行き先別のグルー
プ内で、構成表を基に根拠と理由づ
けを述べ合い、意見交換しよう。」

話し合いの観点
・分からない言葉があったら質問す
る。
・根拠と理由づけのつながりが適切
であるかどうか考える。
・理由づけのレベルについて検討し、
より良い理由づけにするにはどうす
ればよいか、アドバイスをする。

まとめ ・仲間との交流で自分が参考になっ
た意見などを振り返りシートに書く。

Ⅲ 授業プラン



グループでの話し合いの分析
①ＭＭ（女子）、ＹＫ（女子）、ＭＥ（女子）のグループ

→全員が清水寺

②ＡＴ（男子）、ＷＡ（男子）、ＲＹ（男子）のグループ

→ＡＴのみ新薬師寺、ＷＡ、ＲＹは、東大寺

グループでの会話をトランスクライブしたものを質

的三層分析によって分析する。

松本（2004）

質的三層分析

「形式的特徴」「発話の機能」「意味内容」

Ⅳ 第３次の学習の様相



ＭＭ、ＹＫ、ＭＥグループ
形式的特徴

６０ＹＫ あのさ：：ぶしつけなこと言っていい？
６１ＭＭ うんいいよ。それを言うために、これやってるんだから＝
６２ＹＫ ＝ごめんね＝
６３ＭＭ ＝うん＝
６４ＭＥ ＝ちょっとなんかこわい＝
６５ＹＫ ＝なんか：：ぶしつけなこと言っちゃうと＝
６６ＭＭ ＝うん＝
６７ＭＥ ＝ぶしつけ。こわい（（笑い））
６８ＹＫ えっなに（（笑い））言っちゃうと：：／／ちょっとね＝
６９ＭＥ ／／もうやだ：：（（笑い））
７０ＭＭ ＝言いにくいよね。この場所（（笑い））なんか／／ね。何かね＝
７１ＹＫ ／／ちょっと言いにくいよね。わかる（（笑い））
７２ＭＥ わ／／かる：：
７３ＹＫ ／／言っちゃう言っちゃう。だから、言っちゃう、言っちゃうとね＝
７４ＭＭ ＝うん＝
７５ＹＫ 行きたいとか見てみたいとかだと：：なんか、全員（．）その興味なかったら、どうでもいいって

感じじゃん＝
７６ＭＭ ＝まぁ。まぁ。それわかる＝
７７ＭＥ ＝わかるわかる＝
７８ＹＫ ＝だから：：これがう：：ん、みたいな。
７９ＭＭ じゃあ何だろう？ 理由が、浅い？ みたいな。

Ⅳ 第３次の学習の様相



ＭＭ、ＹＫ、ＭＥグループ
発話の機能

６０ＹＫ あのさ：：ぶしつけなこと言っていい？
６１ＭＭ うんいいよ。それを言うために、これやってるんだから＝
６２ＹＫ ＝ごめんね＝
６３ＭＭ ＝うん＝
６４ＭＥ ＝ちょっとなんかこわい＝
６５ＹＫ ＝なんか：：ぶしつけなこと言っちゃうと＝
６６ＭＭ ＝うん＝
６７ＭＥ ＝ぶしつけ。こわい（（笑い））
６８ＹＫ えっなに（（笑い））言っちゃうと：：／／ちょっとね＝
６９ＭＥ ／／もうやだ：：（（笑い））
７０ＭＭ ＝言いにくいよね。この場所（（笑い））なんか／／ね。何かね＝
７１ＹＫ ／／ちょっと言いにくいよね。わかる（（笑い））
７２ＭＥ わ／／かる：：
７３ＹＫ ／／言っちゃう言っちゃう。だから、言っちゃう、言っちゃうとね＝
７４ＭＭ ＝うん＝
７５ＹＫ 行きたいとか見てみたいとかだと：：なんか、全員（．）その興味なかったら、どうでもいいって

感じじゃん＝
７６ＭＭ ＝まぁ。まぁ。それわかる＝
７７ＭＥ ＝わかるわかる＝
７８ＹＫ ＝だから：：これがう：：ん、みたいな。
７９ＭＭ じゃあ何だろう？ 理由が、浅い？ みたいな。

Ⅳ 第３次の学習の様相



ＭＭ、ＹＫ、ＭＥグループ
意味内容

７２ＭＥ わ／／かる：：
７３ＹＫ ／／言っちゃう言っちゃう。だから、言っちゃう、言っちゃうとね＝
７４ＭＭ ＝うん＝
７５ＹＫ 行きたいとか見てみたいとかだと：：なんか、全員（．）その興味なかったら、どうで

もいいって感じじゃん＝
７６ＭＭ ＝まぁ。まぁ。それわかる＝
７７ＭＥ ＝わかるわかる＝
７８ＹＫ ＝だから：：これがう：：ん、みたいな。
７９ＭＭ じゃあ何だろう？ 理由が、浅い？ みたいな。
（中略）
１０６ＭＭ じゃあ、うちのさっきがんばったとか言ってたやつとか。
１０７ＹＫ えっと（．）なんて言ってた？
１０８ＭＭ なんて言った？ 思い出せ。
１０９ＭＥ ＭＥは：：自分もそういうようなことしか書いてないから （．）いいと思うよ。自分

も行きたいみたいな。
１１０ＭＭ でも客観的に見てだから：：書かないと。
１１１ＹＫ うん。
１１２ＭＥ う：：ん。

Ⅳ 第３次の学習の様相



ＭＭの主張文

清水寺はユネスコの世界文化遺産「古都京都の文化財
」の一つに認定されています。それに誰もが知っている「清
水の舞台」があります。他にも「三重の塔」、「奥の院」、「
音羽の滝」他多数の諸堂があり、見所がたくさんあります
。なので、クラス全員で行っても誰一人あきることなく回れ
ます。また、「本堂」からは、京都市街を見わたせるので、
クラス全員でその絶景を見て感動をわかち合いたいです。

それと、清水寺には九十キロ以上の大錫杖、十四キロ
の小錫杖、十二キロの高下駄があり、誰が持ち上げること
ができるから、皆で持ってとかして盛りあがれると思いま
す。

そのようなことから、私はクラス別研修で清水寺に行く
のが良いと思います。

Ⅳ 第３次の学習の様相



ＡＴ、ＷＡ、ＲＹグループ
形式的特徴
１３７WA あとむ（．）あれ何？＝
１３８AT ＝あれって？新薬／／師寺？
１３９WA ／／うん（．）そうそうそう（．）よく分からない。＝
１４０AT ＝あ：：、何が？＝
１４１WA ＝これ。新薬師寺とか：：なんか。
１４２AT ま：：これ一体に七千人っていうのは（完全な）伝説みたいだけど、そ（．）さ（．）あの（．）ま：：東大

寺の鼻の穴じゃないけど必ずしも無病息災など、んん（（咳払い））ん：：なんだ、なるわけじゃない
みたいなもんでさ。

１４３WA え？じゅう：：じゅうにし？＝
１４４AT ＝十二神将。
１４５WA 十二神将ってどんなやつ？
１４６AT ん：：とね（．）なんかね（．）人：：の体より：：でかくて（．）でもま人の形をし ている？例えばこう

（．）剣とか：：やっぱりこう守ってる（．）あの（．）この 薬師如来守ってる訳だから剣とか：：なんか
そういうものを持って／／る。

１４７WA ／／あ：：それが一体ね要するに＝
１４８AT ＝いった／／い
１４９WA ／／あ：：あ：：そゆことね。でっかい人形みたいなのが？＝
１５０AT ＝そうそうそうでっかい人間＝
１５１WA ＝あ：：＝
１５２AT ＝武器持ってるわけ。それ十二の方角（．）にいると。

Ⅳ 第３次の学習の様相



ＡＴ、ＷＡ、ＲＹグループ
発話の機能
１３７WA あとむ（．）あれ何？＝
１３８AT ＝あれって？新薬／／師寺？
１３９WA ／／うん（．）そうそうそう（．）よく分からない。＝
１４０AT ＝あ：：、何が？＝
１４１WA ＝これ。新薬師寺とか：：なんか。
１４２AT ま：：これ一体に七千人っていうのは（完全な）伝説みたいだけど、そ（．）さ（．）あの（．）ま：：東大

寺の鼻の穴じゃないけど必ずしも無病息災など、んん（（咳払い））ん：：なんだ、なるわけじゃない
みたいなもんでさ。

１４３WA え？じゅう：：じゅうにし？＝
１４４AT ＝十二神将。
１４５WA 十二神将ってどんなやつ？
１４６AT ん：：とね（．）なんかね（．）人：：の体より：：でかくて（．）でもま人の形をし ている？例えばこう

（．）剣とか：：やっぱりこう守ってる（．）あの（．）この 薬師如来守ってる訳だから剣とか：：なんか
そういうものを持って／／る。

１４７WA ／／あ：：それが一体ね要するに＝
１４８AT ＝いった／／い
１４９WA ／／あ：：あ：：そゆことね。でっかい人形みたいなのが？＝
１５０AT ＝そうそうそうでっかい人間＝
１５１WA ＝あ：：＝
１５２AT ＝武器持ってるわけ。それ十二の方角（．）にいると。

Ⅳ 第３次の学習の様相



ＡＴ、ＷＡ、ＲＹグループ
意味内容
１５６WA これ行って何がしたいの？
１５７AT いや（．）さっきも言ったけど：：（（笑い））まず：：だから、十二神将は十二 の 方角を守ってるわ

けで信仰の守護神。＝
１５８WA ＝うんうん
１５９AT だから、干支ってやっぱり日本独特の文化みたいなものじゃん？＝
１６０WA ＝あ：：。
１６１AT だからそういうのを：：やっぱその、身近に感じるわけじゃ（ ）やっぱそう、 自分の守護神ぐら

い、名前ぐらい見て覚えておいた方が良いと思う。
１６２WA あ：：、えと日本（．）だけの文化だったら／／東大寺も同じでしょ？
１６３AT ／／そう。

（中略）
１８１AT でもさ：：うん（（咳払い））、これを観てさ、実際何の関心が深まるか。
１８２WA やっぱさ：：（３）大仏とか教科書に出てんじゃん？＝
１８３RY ＝出てるね。

（中略）
２２２WA 歴史に関する関心？
２２３AT まぁそうだね、まぁ歴史に関するかいしん、あ：あ（．）あ（．）関心っていったからっ てそれこそ歴

史の教科書見るだけでも関心深まんない。
２２４WA やっぱ本物を見ないと／／いかんだろ。
２２５AT ／／お：：。
２２６WA 本物を見て：：もっと、深まる／／こともあるわけだから。
２２７AT ／／あ：：、そだね。

Ⅳ 第３次の学習の様相



WAの主張文

僕は、クラス別研修で東大寺に行くべきだと思いま
す。東大寺では、多くの国宝が見られます。東大寺に
は、大仏だけじゃないのです。大仏を実際に見て大仏
のすごさ、大きさを感じるのも良いと思います。

僕は、東大寺で最も見てほしいところがあります。
正倉院です。正倉院とは、昔の宝が納められていた所
です。今も国宝として建物だけが残っています。みん
なで建物を見て日本の歴史に感心を深めるのも東大
寺でしかできないことだと思います。クラス別研修で東
大寺に行ってみんなで国宝のすごさを体感してきまし
ょう。

Ⅳ 第３次の学習の様相



主張文を書くにあたって、主張文の要素を
具体的に指導しつつも、それを観点としてグ
ループで交流活動を行うことにより、メタレベ
ルでの相互作用が起こり、理由を明確にした
主張文を書くことにつながったと結論すること
ができる。

Ⅴ 結論



支援を振り返って

Ⅵ おわりに
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